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平成２５年度事業報告書

一般社団法人栃木県若年者支援機構

～ 若者たちに働く機会と環境を ～



平成25年度の歩み

平成２５年度に実施した事業

① 厚生労働省受託事業 とちぎ若者サポートステーションの運営
② 集中訓練プログラム事業
③ 就職・自立促進講習
④ ユニバーサルデザインジョブ事業
⑤ 御用聞き事業
⑥ 便利屋事業
⑦ 社会福祉推進事業（中間的就労運営の全国標準化に向けてのしくみづくり）
⑧ 学習塾ＡＮＤＡＮＴＥの運営

⑨その他
視察、講演、広報活動、HPリニューアル、会員制度の見直し、寄付の拡大
ジョブトレーナー研修、スタッフ勉強会、若者交流会など



事業① とちぎ若者サポートステーションの運営

平成25年度のサポステ本体事業においては、今まで同様、「相談事業」（総合相談・キャリ
ア相談・心理相談・訪問相談）と「体験プログラム」（就活講座・各種居場所など）を2本柱とし
て、様々な困難さを抱えた若者に個別で対応し自立をサポートしてきた。

【数値的実績】

新規登録者数 ３５８人
相談件数 ９，３１３人
プログラム参加者数 ２，４６８人
進路決定者数 ２１１人

【相談事業】

25年度においては、ジョブモールからの誘導がスムーズに行われたこととサポステ
の周知が浸透してきたことも手伝って、新規の問い合わせは増加傾向にある。
相談事業においては、利用者の抱えている様々な側面の問題に臨機応変に対応してい
く「総合相談」の件数が相変わらず突出して多い。就労に向けての段階的支援に関し
ては、ジョブモールのカウンセラーとの密な連携や、新卒応援ハローワークとの連携
会議（不定期で月1回実施）などを通し、着実に進路決定への道筋が整ってきた。も
う一方の就労支援として、サポステでの面談から「しごとや」での就労体験へと誘導
していくことで、仕事へと一歩踏み出していく若者もいる。「心理相談」に関しては、
見立てなどの必要性からも重要な位置づけとなっている。「訪問相談」実施すること
で、状況の変化が見られるようになったケースも出てきている。

以下が、相談事業の内容、及び数値的実績である。

・正社員・契約社員 ６７人 ・派遣 １０人
・パート、アルバイト ９４人 ・職業訓練 ３１人
・進学 ９人

新規登録者 総合相談 キャリア相談 心理相談 訪問相談

本人 親 本人 親 その他 本人 親 本人 親 本人 親

4月 ３６ ５ １２６ ２４ ０ ２４ ０ １４ ２ ３２ １０

5月 ２９ ４ １０１ ２２ １ ３１ ０ １０ １ ４４ ２０

6月 ２４ ４ ９２ ２９ ７ ２７ ３ １４ １ ３４ ６

7月 ３３ ４ １０６ ３２ ５ ２４ ０ １２ ０ ２０ ５

8月 ２５ ４ ８１ ２１ ２ ２２ ０ １０ １ ２４ １２

9月 ２５ ４ １０４ ２５ ２ ２３ ０ １０ ０ １７ ９

10月 ２７ ６ １３３ ２５ ７ ２５ ０ １５ １ １４ １２

11月 ２７ １ １２６ １８ ２ １７ ３ １２ １ ２０ ９

12月 １７ ２ １２４ ２４ １ ２２ ２ １０ ０ １６ １０

1月 １３ １ １３５ ２１ ０ ２４ １ ８ ０ １８ １２

2月 ３４ １ １２３ １９ ４ １１ ０ ８ ３ １４ ５

3月 22 6 120 20 4 18 0 21 1 15 6

計 ２９０ 36 1251 260 31 250 9 123 10 253 110

Ａ．相談・体験プログラム



【体験プログラム】
グループでの関わりを目的とした体験プログラムは、大枠で講座・体験・居場所に分けること
ができる。就活やPCのスキルアップを図る講座はさることながら、今年度から開始した作業
プログラム「ほっぷ」では、クリーニング業者と業務提携し「タオルたたみ」という作業を継続
的に行うことで定着した内容となっている。そして「ほっぷ」で力をつけた若者を「しごとや」の
就業体験へと誘導していく流れも出来つつある。各種居場所プログラムは変わらずの人気を
博し、仲間の輪が連鎖反応のように広がっている。ただ、どんどん参加者が膨れ上がってい
く状況に対して検討の余地も見受けられる。

コミュニケーション講座 ほっぷ〔まちぴあでの野外活動〕

講座 体験 居場所

SST PC講座 就活講座 価値観講座 ほっぷ 就労実践 身体動かそ ふらっと ちょべり場 月の庭 ぴっとーれ その他

4月 4 20 17 0 2 2 0 58 12 25 2 0

5月 4 14 18 0 11 3 0 64 16 20 3 0

6月 2 15 23 22 11 4 2 61 11 20 5 21

7月 5 23 26 18 27 3 0 77 13 17 4 0

8月 4 18 27 0 19 3 0 54 8 22 6 0

9月 2 28 20 25 32 3 0 72 6 25 5 1

10月 1 33 17 13 27 6 4 76 6 20 5 5

11月 4 34 18 0 35 7 17 79 9 28 5 26

12月 0 35 22 0 35 3 3 97 13 12 0 27

1月 3 34 19 0 38 4 0 80 10 27 4 2

2月 5 34 8 0 26 0 0 84 5 11 4 0

3月 0 35 14 0 33 2 2 74 12 25 4 0

計 34 288 215 78 263 38 26 802 109 227 43 82

○その他の企画
・「サポステ親の会」
保護者の方に向けての「サポステ親の会」は下半期には12月に実施し、3月29日に今年度の最終の会を
開催する予定となっている。
第３回サポステ親の会 12月14日（土） 13時半～16時 （サポステ・風の間にて）
KHJとちぎベリー会の理事長でいらっしゃる齋藤三枝子さんの講話をお聴きした後、参加された保護者
の方からの質疑応答を行った。（参加された保護者 8人）

○その他のトピックス
・「サポステ短期実地研修会」開催
平成25年11月25日（月）～28日（木）の4日間で実施した。いちのせきサポステ、会津サポステ、上越サ
ポステ、山梨サポステの総括コーディネーターの方々を受け入れる。

・稲田大臣のサポステ視察
3月8日（土）、「第3回再チャレンジ懇談会」ご出席されるために来宇された稲田大臣が、懇談会終了後
サポステを視察される。



平成26年3月2日付下野新聞

平成26年3月9日付下野新聞



平成２５年度の実績

★ 連携先学校数 １５ 校
★ 学校連携対象実人数 １５１ 人
★ 学校連携事業での個別面談件数 延べ ３１９ 件
★ 学び直し支援対象実人数 ７０ 人
★ 学び直し支援利用人数 延べ ４２３ 人
★ 高等学校卒業認定試験合格者数 ４ 人

Ｂ．サポステ学校連携推進事業

個別学習の様子（サポステ寺子屋）学校に訪問してのキャリア教育講話

○学校連携校

クラーク国際高等学院宇都宮校、第一高等学院宇都宮キャンパス、KTC中央高等学院宇都
宮キャンパス、日々輝学園高等学校、国際TBC高等専修学校、鹿沼商工高校、鹿沼南高校、
作新学院高等学校、宇都宮文星芸大附属高等学校、宇都宮文星女子高等学校、栃木県立
宇都宮商業高等学校、栃木県立宇都宮工業高等学校、高根沢町立阿久津中学校、その他足
利市・館林市（群馬県）の中・高等学校

○キャリア教育講座実績

・第一高等学院宇都宮キャンパス ・KTC中央高等学院宇都宮キャンパス
・高根沢町フリースペースひよこの家 ・高根沢町立阿久津中学校
・その他、足利市・館林市（群馬県）の中・高等学校

○サポステ寺子屋

・サポステ寺子屋宇都宮東教室・・・宇都宮市子ども部子ども未来課と連携
（毎週火曜14時から16時） 宇都宮市所管の宇都宮市青少年活動センターにて実施
（毎週金曜19時から21時）
・サポステ寺子屋宇都宮西教室・・・宇都宮市子ども部子ども未来課と連携
（毎週月曜19時から21時） 松島ビル2階にて実施（宇都宮市は広報協力）
・サポステ寺子屋高根沢教室 ・・・高根沢町教育委員会学校教育課と連携
（毎週水曜17時から19時） 学び舎コアにて実施（高根沢町は広報協力）
・サポステ寺子屋鹿沼教室 ・・・鹿沼市教育委員会生涯学習課と連携
（毎週木曜14時から16時） 鹿沼市所管の南部地区会館にて実施
・サポステ寺子屋那須烏山教室・・・那須烏山市教育員会学校教育課と連携
（毎週火曜14時から16時） 那須烏山市所管の烏山南公民館にて実施
・サポステ寺子屋さくら教室 ・・・さくら市教育委員会生涯学習課と連携
（毎週金曜16時から18時） さくら市氏家公民館にて実施



平成25年4月17日付下野新聞 平成25年6月28日付下野新聞

平成25年12月1日付下野新聞



事業② 集中訓練プログラム事業

事業③ 就職・自立促進講座

1期目：25年9月17日～25年12月16日
参加者5名 就労決定者5名（100％）

・正社員雇用2名（介護施設、建設会社）
・アルバイト3名
（サービス業、車両関係、プール監視員）

2期目：26年2月3日～26年4月30日
参加者6名

・正社員雇用 １名（映像制作会社）
・アルバイト ２名
（住宅用木材施工所、工場ピッキング作業）
・就職活動継続中 ２名
・福祉専門機関へ １名

※集中訓練1期生に関しては就労率100％で、このうち2名が正社員雇用と好成績だっ
たが、終了から2か月後には1名アルバイトが終了し無業へ。終了後も1期生は連
絡を取り合い、食事を兼ねた近況報告会などをしている。
２期生に関しても就労者は５月から勤務を開始している。

1期目：25年11月1日～25年11月25日
参加者5名→修了者5名

2期目：26年2月12日～26年3月12日
参加者10名→修了者10名

※1期目、2期目とも中退者が出ることなく全員終了できた。
この講座は、ハローワークが実施する職業訓練に参加してもらうための事前研修
という位置づけ。参加者と関わる期間が1ヵ月と短く、研修終了後はハローワー
ク管理となる。



年度計画の予定通り、働く実践の場づくりが益々充実し自主事業の受注総額は
１０００万円を超えた。また、協力企業への雇用にもつながっている。
業務委託契約から１年経過した「栃木陸送株式会社」で３名、「ろまんちっく
村」で３名が就労。協力企業の「町田建設」で２名が社員雇用となった。

事業④ ユニバーサルデザインジョブ事業

～平成２５年度の実績～
★登録した若者の数 ４１人 （男性30人、女性11人）

（設立からの登録者総数 １３８人）
★現場で訓練した若者の数 延べ １，０９７人
★現場の件数 延べ ４８２件
★協力企業、団体、個人の数 ５６件
★設立から就労に結びついた若者の人数 ８６人

～ 実践的な就労体験の場をつくる ～

中古車のクリーニング作業 ロマンチック村の草取り

玉ねぎ農家のお手伝い 便利屋のお手伝い



★個別検証の重要性について
月に1度、しごとやスタッフ全員で登録生の個別検証を実施している。本人の課題の抽出や支
援計画、適性をどう引き出すか等をスタッフ全員で検証することで、支援方法や課題解決策の
幅が広がった。

事業⑤ 御用聞き事業

事業所近隣の高齢者世帯を対象とした「御用聞き」は、前年からのお客様とともに、口コミでの広
がりや地域包括からの紹介などで、 新たなお客様からお仕事をいただくことができた。地域の役
に立つという目標ともに、短時間の作業も多いことから新規登録生にとってもしごとやの作業に
慣れるための最初のステップの現場となっている。

平成２５年度の実績

★顧客数 １７世帯(新規4世帯)
★ 延べ受注数 ４５件
★参加者人数 ６６人
★主な作業内容
庭の草取り、窓ふき、家具移動、買い物
支援、物置組立等
※夏場・お盆前の時期がオーダーのピ
ークとなった。

事業⑥ 便利屋事業

・ハウスクリーニング ・引っ越し作業 ・遺品整理 ・通販家具の組立
・ゴミ屋敷の片付 ・水道のパッキン交換 ・お庭の作業 ・雑用一般 など

平成25年度はジョブトレーナー業務の合間を縫っての作業となり、総売上げは
615,200円（稼働日数20日間）。広告宣伝や営業活動が出来ていなかったこともあ
り悔しい結果となった。
平成26年度は活動比率を便利屋事業にシフトし、ホームページや広告を有効活
用しながら個人宅を対象に年間売上げ800万円（稼働日数２７０日）をめざしたい。
参加若者人数 ５人



Before After

◆広報活動

・「しごとや通信」３回発行。見やすさの点で冊子自体のクオリティは向上した。

・ブログについては前年度よりも更新回数は増えたものの、他の業務を優先する
ことが多くなってしまったため、今年度も日々のしごとやの活動の様子を伝え
る有効な広報媒体として活かせなかったことが反省点。

・朝日新聞と企業フォーラムの様子を取材した
ＮＨＫのニュースは非常に大きな広報力とな
った。特に、朝日新聞は取扱いの面積が大き
かったこともあり、電話での問合せで「朝日
新聞の記事を見た」という反応が多々聞かれ
た。

・ＨＰリニューアル

２６年２月に一新し内容が充実し分かりやすくなった。

・若者交流会

登録生、卒業生の中から幹事を決め、春の花見と年末の忘年会（計2回）を開催。い
ずれも20名程度参加し、近況報告やゲームで盛り上がった。参加できなかった方の多
くは「仕事が入っているから」と嬉しい理由。

しごとや その他

平成25年10月12日付朝日新聞



事業⑦ 社会福祉推進事業

１）中間的就労標準化モデル事業調査研究委員会（全３回）
２）アンケート調査の実施／若者50名、企業35社
３）企業フォーラムの開催
４）中間的就労運営マニュアルの製作、出版

「働けるようになったぞ！中間的就労に取組む現場How to」
若者支援機関や関係機関、全国500ヵ所に配布

厚生労働省の補助金事業、社会福祉推進事業を獲得できたため、今年度に自費で計
画していた中間的就労運営マニュアル出版が叶った。「中間的就労標準化モデル事
業研究調査委員会」では宮本みち子放送大学教授を委員長に、標準化のための検討
会を全3回実施した。
企業フォーラムについては行政機関や若者支援団体、企業等、反響が大きく、定員
80名の会場が満席となった。他県から参加する団体もあった。企業から中間的就労
の評価が高く、ジョブトレーナーの重要性が再確認された。

～中間的就労支援の標準化に向けて！～
2年前くらいから厚労省や内閣府をはじめ関係機関からの視察が増え始め、しごと
やでの実践的、段階的な就労訓練（中間的就労支援）が注目されるようになった。
年度当初の目標に掲げたとおり、中間的就労の運営マニュアルを作成し、3月に出
版。全国の関係機関に配布した。



事業⑧ 学習塾ＡＮＤＡＮＴＥ

～ 発達障害に特化した学習支援ANDANTE－あんだんて－ ～

平成２５年度の実績
★ 利用者数 ２８人（継続２８人）
★ 進路決定者数（高校受験） ３人（男性 県立小山北桜高校）

（男性 県立学悠館高校）
（男性 クラーク国際記念高等学校）

★ 進路決定者数（高卒以上） ２人（18才男性 帝京大学合格）
（18才男性 真岡市食堂に就職決定）

★ 講師 ５名

２年目となる平成２５年度は心理スタッフの知能検査を元にした専門的な観点と、
講師による個別対応×個別支援といった当法人のベースを重要視した１年でした。今
年度は講師一人ひとりによる個別指導に重きをおいた結果、「一人ひとりに寄り添う
」指導スタイルが全学年齢の子どもに重要であることを実証した形にもなりました。

発達障害やその疑いのある生徒にとって受験は大きな壁となっています。今年度
の結果は不安を持つ当事者や保護者にとっても希望になりました。次年度以降も受験
生に向けての事前準備と情報共有をし、的確な進路指導も可能にしていければと考え
ています。
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